
生 活 の 豊 か さ

経 済 の 安 定

ストック型社会政策

生物資源

森林減少
ＳＴＯＰ

自然保全

生 産

廃棄物
減少

ＣＯ２
固定

長寿命型資産：ストック型社会

ＣＯ２
減少

人間社会

景気浮揚・安定雇用

次世代の安全・安心

資 源

エネルギー

リサイクル
コスト減少

高品質・

少量生産

資源蓄積

地球環境保全

リデュース

日本のコストの健全化

日本人を活かせる社会

資 源的自立

長寿命型資産の形成

＜持続的発展の条件＞

持続的発展・進歩の可能性の保証

資源・ゆとり・文化の蓄積

次世代の生活安全保障
長寿命型資産

省エネ・省資源
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生涯時間→ 長生き
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球
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生活資源

省エネ・省資源
（技術開発）

CO２ 変動資源量削減

省エネ・省資源＋長寿命

100

50

（25）

0
生涯時間→ 長生き

生活資源

住宅・インフラ長寿命化

生涯固定資源削減

↑
生
涯
資
源
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出
量
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球
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界
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）

CO２

省エネ・省資源＋資源長寿命型利用＋価値観・文化（教育）
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（25）

0
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生涯固定資源量
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生
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・
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）

CO２

変動資源量

不満

満足

省エネ・省資源＋資源長寿命型利用＋価値観・文化（教育）

100

50

（25）

0
生涯時間→ 長生き

↑
生
涯
資
源
量
・

排
出
量

地
球
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（？
）

CO２

文化・啓蒙
満足・幸福量

他の先進国は

フロー資源（省エネ・省資源）だけを
考えれば良いが・・・・・

私達は事情が違う
私達にはストック資源が無い！



ストック資源 ＝ 長寿命型生涯固定資源

長寿命型資産 ＝ 世代間蓄積型資産

長寿命型資産にするための条件が重要！

スケルトン ＆ バッファー 理論：持続的発展・進歩の保証

不易なもの
（予測可能）

変化するもの

（予測困難）

スケルトン

バッファー

不変の共通骨格
（不確実な未来に向けて
スケルトンのみを長寿命化）

フレキシビリティ機能
・異なる目的に転用可能

・目的そのものを変更可能
変わることを前提にした

機能設計

・発展の可能性の保障
・予見できない将来の・社会インパクト、

・・・自然インパクトの吸収

＊ハード・ソフト両面の概念

長寿命型資産にする条件 「スケルトン＆バッファー」の概念による住宅・建物構想

スケルトン（基礎・柱・床・針は長寿命化して使用）

バッファー（家族構成・用途に応じて内外装間取り・デザインを自由に変更）

cf．住生活基本法

通称／200年住宅普及促進法

平成20年11月27日成立

「200年住宅」は「ストック型社会」
に向けた手段の一つ



国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

国交省HPよ
り

世代を超えた「ストック」になり得るのは

「一軒の建物」ではなく

「街区」・「都市」など・・「全体／調和」が条件

＊後世代に無用資産を遺さぬため
バックキャスティング評価が条件



「スケルトン＆バッファー」の概念による街区・町域構想

※ 家一軒が長寿命でも意味がない。町域全体が長寿命の要

（こちらを先に設計する）

長寿命型

従来仕様

アロケーション

長寿命型資産蓄積の
安全・安心の場所

都市域のアロケーション

地震（活断層）
ハザードマップ

洪 水
ハザード
マップ

津波ハザードマップ
温暖化による
海面上昇

地質マップ

都市地域の100年整備イメージ

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バッファーゾーン 

スケルトンゾーン 

コア・スケルトンゾーン 

中心市街地 

スケルトン交通・  
通信ライン 

山地 

海 

都市構造のスケルトン＆バッファー

※ cf．ハザードマップ



資源自律圏の形成

＜地球環境・人間社会の共存持続の条件＞

地球環境と人間社会の同調

次世代の資源的・環境的

安全保障
資源自立圏の形成・

自然共生

出典 ： 京都大学生存圏研究所

地
域
資
源
の
生
産
・
消
費
の
同
調

＊
非
生
物
資
源
は
長
寿
命
化
で
蓄
積

外 洋

湾

大

型

河

川

生態系再生と資源的自立：自然系スケルトン（海）

沿岸魚（スズキ・ボラ）の回遊ルート模式図
＊食料の自立

≒自然共生

ＥＸ．農林水産資源／地産地消モデル

内水面活用モデル

山林モデル（ラビットファーム）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

燃料電池 

（水素エンジン） 

風力発電でできた電気で 

電気分解し水素（H２）へ 

水素（H２）を蓄積 

廃棄物は水（H２O） 
排出物は水（H２O） 

グリーンエネルギーでの地域自立モデル

生物エネルギー

エタノール

メタノール

＊長寿命型資源ストックで

世代間の省エネ・省資源が可能
気候・風土

地球 都市 街区 工法 素材

文化・社会

建築物・構造物

風景 景観 デザイン

（地域）

資源・資産・環境

＊広視野＆長視点の設計

＊政策の基本：演繹的思考

個別政策から始めない！

（
全
体
・
未
来
の
側
）

（
個
・
現
在
の
側
）

× × × ×

× ×

こちら側から



日本社会の治療法

ストック型社会の作り方
その２ （ソフト編）

対策積み上げ施策
2050年の世
界と地球環境

現在

2050年の北
九州の課題

対策

対策

対策

対策

対策 対策

対策

現在

2050年の世
界と地球環境

2050年の北
九州の課題

到達すべきゴール

バックキャスティング政策

2030年

2015年

ステアリング

140

2050年って？
北九州市人口推計

22.4% 18.019.9 17.0 16.1 14.9 14.1 13.3 12.9 12.6 12.4 12.1 11.8 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.8

61.9%
60.9

59.8
57.8

54.8
53.7 53.6 53.7 53.0 50.5 48.5 47.3 47.0 47.1 46.6 46.4 45.9 45.7 45.9 46.2 46.2 46.1

9.7% 11.5

12.2

13.0

15.1

15.5

13.5

12.9

14.1

16.7

17.8

16.7

15.5
14.9

15.6
16.0

15.9
15.8

15.3
15.1 15.3

15.5

6.0% 7.8 10.0

12.3

14.0

15.9

18.8

20.1

20.0

20.2

21.3

23.9
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26.3
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26.0
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26.7
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26.6

3 9 . 3 6
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2
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0
0

（年）

（万人）

0

20

40

（万世帯）

75歳以上

65～74歳

20～64歳

0～19歳

総数(万人)

世帯総数（万世帯）

101 . 9万人
1 0 1 . 1 9 9 . 1

9 2 . 2

8 7 . 3

8 2 . 0

7 6 . 3

7 0 . 5

6 4. 9

5 9 . 6

5 4 . 4

4 9 . 3

4 4 . 4

3 9 . 7

3 5 . 6

3 1 . 9

2 5 . 5

2 2 . 8

2 8 . 5

1 8 . 1

2 0. 3

9 6 . 2

※世帯数推計値は福岡

県の増減率を代用

２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 北九州市人口推計北九州市人口推計

世界／次世代との約束

2050年までにＣＯ2排出量５０％減

【バックキャスティング政策】

先ず2050年の地域像を描いてみよう。

できるだけ多様な（複数の）選択肢をつくろう！
143

２０５０年２０５０年 東田・中央町地域東田・中央町地域 大谷・丸山地大谷・丸山地
区区 ストック型社会への転換

◆生涯生活コスト

◆ （ 文化的コスト）

長寿命化

資産（資源）蓄積

資源自立・環境持続

安定経済

フロー財

ストック財



ストック型社会とは：長寿命型の社会資本・都市構造の社会システム
＊200年住宅はその一要素

●世代を超えた資産蓄積 ⇒ 豊かな生活
⇒ 安定した経済構造

●世代を超えた資源蓄積 ⇒ 資源浪費回避（CO2抑制）
⇒ 自然・地球環境保全

⇒ 資源自立圏（資源安全保障）

この実現を地域から目指す

環境モデル都市（内閣官房：地域活性化統合本部）で実現する。

＊環境モデル都市には現在６自治体が選定されている。

＊「環境モデル都市／北九州」は「ストック型社会への転換」が理念。

●「ストック型社会」への転換・・・・結果として低炭素社会になる。
2050年までにCO2の排出量を５０％以下に

環境モデル都市／具現化事業フレーム

プロジェクト・テーマ
対象域：北九州市
学：大学・研究機関

（他地域含む）

産：大学・研究機関
民：市民・民間団体
官：北九州市各局

モデル事業
（方法・手法の確
立：Ｈ２０年度内に
決定）

国

各省庁

内閣官房
地域活性
化
統合本部

市／事務局

事業化

・東田ストック型街区
・城野ストック型街域

（Ｈ２１年度画）

（可能な部分は即実行）

（今後の活動領域）

全国の市区町村
に展開

（環境モデル都市）

提案

予算

持続型社会に変わる先行事例

・2050年までに魅力的（持続型）都市に変わる！

・Ｌ/Ｌ（長寿命型）資産＆資源自律を目指した
ストック型社会システムに変わる！

(A) アロケーションGr.

①地質地形・地勢・ハザードマップ

　 地域のスケルトン＆バッファー
②近未来の都市＆世界の動態

　　　　　２年おきにVir.-up

(F) 産業・技術連携Gr.

ストック型社会転換に向けた

　　　　　　　　産業形成モデル

　　　　　（地域産業モデル）

(H) 地域ファンド・金融Gr.

地域の資金で地域資産を造る金融モデル

　　　　　　　　　　（方　法　研　究）

(G) 地域価値創出Gr.

（地勢・歴史・文化）→景観→デザイン

　　（世代間遺産形成ルールの研究）

（現場／地域発信の政策提言）
　　　　　　　　・市民運動

　　　　　　　　・条例
　　　　　　　　・税制・法制

新ビジネスモデル

(C)八幡東区近未来図Gr.2050年のあなたの地域

土地利用計画／２１００→　　　　　　　→２０３０→２０１５

　　　①A案
　　　②B案　　　　都市・交通・各種インフラ

　　　③C案
複数の産学官民のGr.／２年おきのコンペ

　　　　　　　　　　　　　（市　民　参　加）

２０５０

(J) エリアマネジメント

具体的プロジェクト展開

　（社会システム維持・持続の方法）

(I) 先行モデル展開Gr.

ストック型街区、エリア開発
・東田他

　・デベロッパー等の誘導

　　　（実現のための具体的政策）

(B)生物資源・自然エネルギーGr.

①ポテンシャル研究
②生物資源

　 食料・農林・水産資源
③エネルギー

④地域の生態系・生物多様性
⑤近未来洞海湾

　国

北九州市環境モデル都市（全体）

pjt.

行政

国との連携Gr.
市民推進会議
産学官民

(E) 市民意見創出Gr.

　　　　　市民意見集約　⇔　意見交換
　　　　　　　・市民意見の反映方法

                ・世論形成の方法
　　　　　　　　・実効的な政策の方法

　　　　　　（方　法　研　究）

調査

(D)メディアGr.

      見える化：2050年を市民が３Dで理解
目的：全体思想から個別テーマまで市民理解

・

　　 ↓
・ ２０３０

　 　↓
・ ２０１５

・ABC各案による
　　ライフスタイル、地域都市の姿

２０５０

コ ー デ ィ ネ ー ト 会 議

「八幡東区ストック型地域圏」プロジェクト構成（案）
北九州市環境モデル都市／ストック型社会プロジェクト（案）

プロジェクト名 官

国 市 学 産・民

A: 都市：アロケーション 国土計画局 建築都市局 ポリテクカレジ Ｚ社、Ｓ社

自
然
・
生
物
系

Ｂ１：都市内生物回廊

Ｂ２：洞海湾資源再生

Ｂ３：Ｃ.Ｃ.域再田園化
Ｂ４：木質200年住宅
Ｂ５：曽根干潟総合再生

Ｃ：2050年都市づくりゴールＶ．

Ｄ：都市づくり「見える化」Ｓ．

Ｅ：地域再生民意創出手法

Ｆ：ストック型産業経済構造

Ｇ：Ｃ.Ｃ.域：新交通システム
Ｈ：ストック型街区先行プロ

Ｉ：同上 エリアマネジメント

環境省 建築都市局 九国大、定量研 定量研各社

港湾局 環科研 九州共立大 定量研各社

農水省 産業経済局 九国大 ＳＰ社ほか

住宅局 建築都市局 京大、和歌山大 Ｎ設計

環境、農水 環境局 九国大、共立大 定量研各社

内閣官房 推進本部 九国大、ポリテク

総務省 推進本部 同上

内閣官房 推進本部 九国大（法）

経済産業省 産業経済局 九国大（経） 不動産鑑定研

推進本部 九国大

都市・地方
整備局ほか

建築都市局

環境局

九国大、早稲田、
北九大，ポリテ

建築、設計、
デベロッパー

（財）ＨＭＣほか

世界と国内

世界と国内

フォア･キャスト（予測）

バックキャスティング

目標52050の設計図

W
hat

：
ス
ト
ッ
ク
型
社
会

w
ho

・国民･市民･個人

資
源
自
立

〈第1次産業ポテンシャル〉
EX.

食料

森産

エネルギー

（非生物資源蓄積 ）

〈第2次･第3次産業圏〉
EX.
･長寿命型都市域／家・建物

・長寿命型交通通信／ライン

・長寿命型各種社会インフラ

農業

水産

畜産

・地域民・団体

・産業界
★工学分野

・大学 ★社会科学分野

★自然科学分野

・立法・行政(官)

分業と協業

総合
マネジメント

2050年のゴール

資
源
生
産
基
盤
の
姿

都
市
や
人
間
社
会
の
姿

各
種
社
会
シ
ス
テ
ム
の
姿

国民
生活

産業
経済

社会

環境

長寿命型資産ストック量

（目的指標）

生活の豊かさ

生活の安全・安心

夢・希望･可能性

安定型産学経済構造

・エネルギー需給構造

経済活力

（資源再生産基）

社会的安全・安心度

長寿命型社会資本
ストック量

公的財政構造

温暖化ガス発生量

資源総消費量

自然環境ストック量

2100年
ゴール

資
産
蓄
積

分業と協業

総合
マネジメント

分業と協業

総合
マネジメント

分業と協業

総合
マネジメント

分業と協業

総合
マネジメント

調整 調整 調整調整
調整

EX.

従来システム

従来システム

目標1 目標2 目標3 目標4

2010 2020 2030 2040

・非生物資源ストック量

・生物資源再生産基盤

資源自立

・国際コスト競争力

・国際的地位

資源自立（ストック型社会）

資源蓄積（ストック型社会）

（予測） （予測） （予測）



日本の「お金」の使い方

金融政策

日本の資金で日本のＬ/Ｌ資産を造る！

・地域の資金で地域のＬ/Ｌ資産を創る。
・企業のビジネスモデルを変える。

日本の資産構造

日本の総資産（8,200兆円／2005）

非金融資産（2,300兆円）

有形非生産資産（≒1,200兆円） 生産資産（≒1,200兆円）

長寿命型資産（国内ストック）

有形固定資産

（≒1,100兆円）

その他

内現金・預金

1,250兆円

短寿命型

短寿命型

魅力ある投資先／安全・安心の投資先

日本の資産を日本の固有資産へ！

国際的流動（フロｰ）

金融資産（5,900兆円）

その他

上下水道・ガス・電気・通信の共同空間利用カード

ストック型社会転換（魅力的投資先の創出）／ファイナンス・カード

民間企業の長寿命型資産：オフバランス対応証券

団塊の世代の生き方カード（自分の地域づくりファンド）

ストック（スケルトン）兌換地域通貨

年金ファンド

不動産証券の動向

不動産投資市場の拡大

不動産証券市場の国際化

不動産価値・評価の国際化

長寿命化

（ストック型）

の要

ストック（スケルトン）： あるべき地域の姿・愛すべき郷土の姿を具体的に描き、

兌換型ファイナンス その長寿命型ストック（スケルトン）を対象に

民間が参画を望むファイナンス

＊小口化でより多くの国民参加

＊利回りは少し落ちるが価値が

劣化しない安全・安心の証券

税制上の

インセンティブ

スケルトン

２０５０ゴール・設計図

経済の健全化

ストック型社会に向けたファイナンスの事例と経済連関

健全内需拡大

各種リサイクル法

自由化圧力(WTO)

安全な資金運用

リース型産業

長寿命型インフラ整備

オフバランス対応

（国民）

（国内産業）

国民ルート

産業ルート
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預貯金 ×

株式投資 ×

外為投資 ×

公共債 ？

高級長寿命型製品

（低価格外国製品の流入）

国内資産蓄積

海外技術移転

金融機関

（景気の浮揚・雇用創出）

（郵政民営化） 郵貯・簡保
民間金融ルート

年金ファンド

長寿命型不動産の

証券化（価値不変）

リターン(リース料)

（民間）

（国）

日本の資金の
海外流出

その他のカード

（地域）

・
・
・

稚内から与那国まで

仮に次世代に借金を残すことになるのなら、
次の数世代が安心・安全に使える

長寿命型資産を残し
後世代へのツケにならないようにする！

ムダなモノを造らぬようにするために
バックキャスティング政策が不可欠

国と地方の分業と協業

日本を持続型社会にするために・・・

（国） （地方）

①次世代社会形成法

（２０５０年計画法）

②多世代資産形成法

③資源自立基盤整備法

既成個別法の統合法

＊部分最適化の回避

地方分権化・三位一体改革

（転換事業）

内閣府？２０５０年計画庁

（バック・キャスティング）

ストック型社会転換年次

計画（10％法）

･健全内需拡大の全国的展開

全国的な景気浮揚，雇用促進

公共投資から国民投資へ

地方圏2050年計画 （ストック型地方社会）

日本の構造
改革のゴール
の明示

国民への夢と
希望の提示

〈資産蓄積〉

･国民生活の

豊かさ

･地方財政の

ゆとり

〈日本の生産コスト
の健全化〉

･経済構造の健全化
／地域国際競争力

（日本人を活かせる
社会）

〈資源自立圏〉

･地球環境の持続的
保全

・資源的安全保障

・世界一美しい

まちづくり

･世界に誇れる

長寿命型都市･

農村・漁村・

山村

・安全・安心な

防災型都市･

農村・漁村･

山村

ストック型社会

ハード面･ソフト面の

理論的･技術的 How to

（消費税up）

＊ゴール調整＆マクロ傾向分析

・日本の資金で日本の資産を造る

（郵政民営化後の金融資産の海外流出の回避、

民間資金の地域への誘導、不動産証券国際化）

地方自治の
ゴールの明示

＊次世代の安心・安全社会の実現



Yes,  We  can !  と言えるのか・・・？

気になる国民性

正義感にはサイズがあ
る！

環境と動物の行動

貧困環境･豊かな環境における

動物の行動特性･文化の違い

群パターン：イワシ

 

群パターン：イルカ
群の中における個体のベクトル

イルカ

イワシ

群の密集度
凝集型／ホシムクドリ・イワシ型の群

離散型／カモメ・イルカ型の群

貧困な環境・弱者の集団

豊かな環境・強い集団

ストック型転換で適正比

タテ社会と横並び

タテ社会タテ社会

横並び

中心指向

タテ社会の弊害： セクショナリズム・派閥化の傾向

分業が競争に！

闘争野

赤派閥と緑派閥



世代間ストック
（長寿命型資産）

実質生活

生涯コスト

生涯収入

生涯コスト

ゆとり：スローライフ人生

前世代
からの
ストック

次世代
への
ストック

実質生活

当世代収支

住宅
≒６千万円

ゆとり

住宅

生涯収入
≒２億４千万円

ストック型社会

ストック型社会：収入格差があってもゆとりある豊かな生活

貧困な生態系（イワシ型）vs富裕な生態系（イルカ型）

資源浪費＆超多忙型人生

イワシ型社会 貧困（弱者）の集団

（群れは大きい程よい）
（一丸で密になる） 仲間の犠牲が前提

前後左右の人との比較しか見えない！

イルカ型社会 豊かな集団

（群れは離散的である）
仲間の相互が前提

広い視野・遠くまで見れる！

環境変化と適応特性

正義のサイズ（視野・視点）が命運を決める！

対策型と政策型

（損失）

適応

淘汰

全
体
を
見
な
け
れ
ば
・
・
・

自
分
の
世
界
が
足
許
か
ら

崩
壊
す
る

イワシ型社会の底力

抜群のチームワーク・結束力

だが１００％イワシ型は持続的社会にならない！

「部分最適型行動」に陥りやすい

１０％≒イルカ型の存在が不可欠である。

過激な内部抗争をする
イワシ・ムクドリ型社会

内部抗争の余裕はない！ 小さい正義なら
誰でも同じ！

世の中の変化が速い！

危機に
気付かない！

国民はガンバル

･･･されど進まず

一定の「イワシ」族と・・・
一定の「イルカ」族が必要です。

広い視野＆長い視点で見る人々が
持続型社会を創れる！

個別対策ではなく総合政策が必要

暴走的に
拡大する
人間社
会

持続型
社会

破局

人間圏・地球圏の共倒れ

人間圏・地球圏の同調

ソフトランディング

ハードランディング

分岐点として
の現在

イルカ型行動

イワシ型行動



全
体
を
束
ね
る
指
揮
者
は
誰
か
？

そ
れ
は
・
・
・
広
い
視
野
（
空
間
）

長
い
視
点
（
時
間
）
で
考
え
る

・
・
・
貴
方
！

生物的均衡の破局による
地球の物理・化学的均衡の破局

現生人類（ホモサピエンス）の急速な大繁栄

持続の危機の理由 「持続型社会」をつくるには・・・

地球と人間社会の複雑な関係を

①普通の市民に分かりやすく伝え

②地域や市民が自ら行動する

「ヒトの繁栄のカタチ」を変える
「方法」が必要だ。

持続型社会に変えるもう一つの方法

現在（今という時点）の空間闘争（国家間、地域間、企
業間、業界間、等々の利害闘争）を

⇒ 世代間闘争（時間闘争）に変える！

方法： International Generation Cabinet
(国際世代団塊機構）の構築
＊利害はもはや世代間に在る！
＊ヒトは未来を予測できる！

ツール：①気候変動予測モデルの前提条件を開示する
②開示データの分析・評価は各世代 IGCがする

⇒ 自世代の未来予測は自世代でする
③各世代 IGCは、それを基に世代政策を展開する

「持続型社会」実現のための「一つの処方箋」
として・・・

「ストック型社会論」を提案する。




